国語　　ことわざ　プリント④
　　　　　年　　組　　　番　氏名（　   　　　　　　　）

問　次の（　）にあてはまる言葉を書きなさい。

① 立て板に（　　）…流れるようにすらすらと話をする。
②（　　）からぼた餅…何もしないで幸運にめぐりあう。
③ 旅は道連れ世は（　　　）

　　　　　　　　　…旅行には道連れがあるのがよく、世の中には互いの思いやりがあるのがよい。
④（　　）にきず…すぐれたものに、わずかの欠点がある。
⑤ 短気は（　　　）…短気を起こすと、結局は自分が損をする。
⑥（　　　）も積もれば山となる

　　　　　　　　　…わずかなものでもたくさん積み重なると、ついには大きなものになる。

⑦（　　）とすっぽん…比較にならないほど違いが大きい。
⑧（　　）に火をともす…ひどくけちけちして暮らす。

⑨ 爪の（　　）を煎じて飲む…優れた人のまねをしたりして、少しでもあやかろうとする。

⑩（　　）の一声…権力のある人の一言ですべてが決まる。
⑪（　　）は熱いうちに打て

　　　　　　　　…人は、若いうちにきたえられるべきだ。何事も時期をのがしてはならない。

⑫ 出る（　　　）は打たれる

　　　　　　　　　…すぐれている人やでしゃばる人は、とかく憎まれたり非難されたりする。

⑬（　　　）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(もと),下)暗し…身近なことはかえって分かりにくい。

⑭（　　　　）の冷や水…老人にふさわしくない無理をする。
⑮ 捕らぬ（　　　　）の皮算用…まだ確かでないことに期待をかけて計画する。
⑯（　　　　　）の背くらべ…どれもみな大したことがない。

⑰ 無い（　　　）は振れぬ…ないものはどうしようもない。

⑱ 無くて（　　　）…人はだれでも多少の癖はもっている。
⑲（　　　）は人のためならず…人に親切にしておけば、めぐりめぐっていつかは自分のためになる。

⑳ 七転び（　　　　）…失敗しても、そのたびに立ち直ってがんばる。

国語　　ことわざ　プリント④　【解答】
　　　　　年　　組　　　番　氏名（　   　　　　　　　）

問　次の（　）にあてはまる言葉を書きなさい。

① 立て板に（ 水 ）…流れるようにすらすらと話をする。

②（ 棚 ）からぼた餅…何もしないで幸運にめぐりあう。
③ 旅は道連れ世は（ 情け ）

　　　　　　　　　…旅行には道連れがあるのがよく、世の中には互いの思いやりがあるのがよい。
④（ 玉 ）にきず…すぐれたものに、わずかの欠点がある。
⑤ 短気は（ 損気 ）…短気を起こすと、結局は自分が損をする。
⑥（ ちり ）も積もれば山となる

　　　　　　　　　…わずかなものでもたくさん積み重なると、ついには大きなものになる。

⑦（ 月 ）とすっぽん…比較にならないほど違いが大きい。
⑧（ 爪 ）に火をともす…ひどくけちけちして暮らす。

⑨ 爪の（ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あか),垢) ）を煎じて飲む…優れた人のまねをしたりして、少しでもあやかろうとする。

⑩（ 鶴 ）の一声…権力のある人の一言ですべてが決まる。
⑪（ 鉄 ）は熱いうちに打て

　　　　　　　　…人は、若いうちにきたえられるべきだ。何事も時期をのがしてはならない。

⑫ 出る（ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(くい),杭) ）は打たれる

　　　　　　　　　…すぐれている人やでしゃばる人は、とかく憎まれたり非難されたりする。

⑬（ 灯台 ）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(もと),下)暗し…身近なことはかえって分かりにくい。
⑭（ 年寄り ）の冷や水…老人にふさわしくない無理をする。

⑮ 捕らぬ（ たぬき ）の皮算用…まだ確かでないことに期待をかけて計画する。
⑯（ どんぐり ）の背くらべ…どれもみな大したことがない。

⑰ 無い（ 袖 ）は振れぬ…ないものはどうしようもない。

⑱ 無くて（ 七癖 ）…人はだれでも多少の癖はもっている。
⑲（ 情け ）は人のためならず…人に親切にしておけば、めぐりめぐっていつかは自分のためになる。

⑳ 七転び（ 八起き ）…失敗しても、そのたびに立ち直ってがんばる。
